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・新型コロナウイルス感染症に関する大切なお知らせ
・能美市成人式～ご成人おめでとうございます～
・税の申告をお忘れなく

主
な
内
容

鬼は外、福は内！

コロナに負けない！
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主な行事の中止・延期・規模縮小について

引き続き感染防止対策にご協力をお願いします

新型コロナウイルス感染症
に関する大切なお知らせ

発熱などのかぜ症状が
ある場合は、仕事や学
校を休み、外出は控え
ましょう。

濃厚接触者と判断された場合は、保健所の指示に
従ってください。

咳などの症状がある方は
咳エチケットを
行ってください。

濃厚接触者は感染している可能性があることから、感染
した方と接触した後14日間は健康状態に注意を払い（健
康観察）、不要不急の外出は控えてください。

発熱などのかぜ症状が見られたら、
毎日、体温測定し、
記録しておきまし
ょう。

▶問い合わせ　まなび文化課（☎ 58‐2272 FAX 55‐8555）

▶問い合わせ
　根上総合文化会館（☎ 55‐8550 FAX 55‐8555）

　アジア選手権のみ中止します。全日本・学生・高校
生・中学生の部は実施予定です。
▶問い合わせ
　スポーツ振興課（☎ 58‐2273 FAX 55‐8555）

タント演劇学校
第 22回公演「オクラバン！」延期

第 45回全日本競歩能美大会規模縮小まなびフェスタ 2021中止

日頃から、市民の皆さま、事業者の皆さまには、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向け、ご理
解とご協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　昨年末から、能美市内においても新型コロナウイルスの感染事例が数多く確認され、また石川県から
感染拡大警報が発出されるなど、大変厳しい事態となっております。この局面を乗り切るために、今一
度、市民一丸となって、命・暮らしを守るための行動が求められております。特に重症化しやすい高齢
者の皆さまには、マスクの着用・手洗い・手指消毒の徹底、３密を回避するなど、感染防止対策の更な
る強化をお願い致します。
　また、感染された市民への誹謗中傷や風評被害につながる言動にも、ご配慮願います。
　これからも、新型コロナウイルス感染症の 1日も早い終息に向けて、引き続き「感染しない、広げな
い」という自覚をお持ちいただき、感染拡大防止に、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

令和３年２月　能美市長　井出 敏朗

市長からのメッセージ

熱や咳がある

どこに相談・受診したらよいの？

濃厚接触者と言われたら

　新型コロナウイルス感染者から、ウイルスがうつる可能性がある期間に接触のあった方々について、
関係性、接触の程度などについて、保健所が調査を行い、個別に濃厚接触者に該当するか判断します。

発熱などの症状がある方は、まずは
かかりつけ医などの身近な医療機関に
電話で相談してください。相談する医
療機関に迷う場合には、「石川県発熱患
者等受診相談センター」に電話で相談
してください。

発熱患者などの相談・受診の流れ

発熱患者など

石川県発熱患者等
診療・検査医療機関

かかりつけ医などを受診

診察の結果、
コロナの検査が必要

検査できない
医療機関

検査可能な
医療機関

（集合契約医療機関など）

石川県発熱患者等
受診相談センター
（コールセンター）

※看護師などが対応

石川県発熱患者等受診相談センター

☎ 0120‐540‐004（フリーダイヤル）
土日祝含めて 24 時間対応

電話相談
相談する医療機関に迷う場合

案内

案内

●「ゼロ密」を目指しましょう。屋外でも、密集・密接には、要注意！

「密閉」「密集」「密接」しない！
他の人と

十分な距離を取る！
（２メートル以上）

窓やドアを開け
こまめに換気を！

電車やエレベーターでは
会話を慎みましょう！

会話をするときは
マスクをつけましょう！

５分間以上の会話は
１回の咳と同じ

屋外でも密集するような
運動は避けましょう！

少人数の散歩や
ジョギングなどは大丈夫

飲食店でも距離を取りましょう！
・多人数での会食は避ける
・隣と一つ飛ばしに座る
・互い違いに座る

こんなときは・・・

掲載内容は１月 22 日（金）現在のものです。最新の情報については市ホームページをご覧ください。



能美市成人式
　１月 10日、令和３年能美市成人式が辰口福祉会館、寺井地区公民
館、根上総合文化会館で行われ、新成人 600人の新たな門出を祝福
しました。今年は新型コロナウイルス感染症対策のため、３会場に分
かれて開催したほか、マスクの着用や検温、ソーシャルディスタンス
を確保した席の配置など、感染防止対策を講じた上での成人式となり
ましたが、晴れ着に身を包んだ新成人が、友人との再開を喜ぶ様子は、
例年と変わらず活気にあふれていました。

Hot
news
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能美市のＳＤＧｓの取り組みを紹介するコーナー

　「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を目指すＳＤＧｓの取り組みの一つである、　「のみ地域力強化支援ファ
ンド」は、「互助活動」が将来に渡って持続し、広がるための資金支援の事業です。この度、本事業において、移送支
援や移動販売、子ども食堂等を行う４団体が採択されましたので、ご紹介します！

のみ地域力強化支援ファンド採択式および活動計画報告会を行いました！
　12 月 15 日、市役所で採択式が行われ、ふるさと振興公社中嶋敏一理
事長から４団体へ交付決定通知書が渡されました。また同日、活動計画
の報告会が行われました。
　井出市長は４団体に対し「ＳＤＧｓの中核事業であり、皆さんと一緒
に地域共生社会を実現していきたい。また活動を多くの方に知ってもら
い、支え合い・助け合いの輪が広がるように応援したい」とエールを送
りました。

「移動販売で育む支え合いの地域創出」
里山地域の鍋谷町他８町と２施設（亀

齢荘・社会福祉協議会）を対象に月２
回生鮮三品（肉・魚・野菜）を中心と
した生活必需品の移動販売を行ってい
ます。買い物が困難な方々が、車がな
くても安心して暮らせる仕組みづくり
に取り組みます。販売者と利用者、支援者と弱者という
枠をとびこえ『ふれあい』『つながり』を大切にしなが
ら、地域福祉の向上、高齢者の孤立防止、生きがいづく
り、地域の自助、共助力を高めていき、過疎化せずに住
み続けられる地域づくりを目指しています。

　☎ 57‐3711 FAX 57‐3712
（まるきた内　北野ゆかり）　９時 30 分～ 19 時（水曜日お休み）

「買い物支援活動」
　松が岡に住む、体力に自信のない方、
運転免許証自主返納者の方に介添者が
同行し、週１回買い物支援を行い、車
がなくても安心して暮らせる地域づく
りに取り組んでいます。
　買い物に出かける事で、いきいきと
した日常生活を送ることができると考えています。生活
リズムの定着や、利用時に出会う人（利用者同士・介添
者・運転手）との会話で前向きになり、健康維持や認知
症予防につながります。また、高齢者の運転免許証の自
主返納を促す効果も期待できます。

　☎ 51‐5285（田村 重雄）

「買い物送迎支援」
　粟生町公民館を拠点に週１回、買い
物送迎支援を行っています。
　車がなくても安心して暮らせる仕組
みづくりに取り組むことで、買い物弱
者の救済や、お出かけをおっくうに感
じている方の出かけるきっかけをつく
り、住みよい町づくりにつなげていきます。
　そして、お互いの相手を思いやり、助け合いをつなぐ
平和がリンクする地域の実現を通して、活動の輪が広が
っていくことを目指しています。

　☎ FAX 57‐1307（粟生公民館）
　　　　　　　   平日　９時～ 12 時

「たまり場カフェ・世代間交流の拠点」
　オアシスつるしん（旧鶴来信用金庫
緑が丘支店跡）で、子どもや、高齢者
だけの世帯に夕食を提供する「子ども
食堂」や、誰でも気軽に利用できる「た
まり場カフェ」で朝食を提供し、子ど
もも大人も限定しない色とりどりのつ
ながりの場づくりを行います。楽しく語らいながら食事
ができるコミュニケーション醸成の場を提供し、子ども
からお年寄りまで、顔見知りをどんどん増やして、明る
く元気で安全な地域づくりを目指します。

　☎ FAX 51‐0004（緑が丘会館）
　　　　　　　   ９時～ 15 時（火・水曜日お休み）

代表
池田 秀一 さん

代表
北野 ゆかりさん

買い物支援担当
田村 重雄 さん

代表
重田 勝年 さん

問 /市長戦略室（☎ 58‐2204  FAX 58‐2291）


